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FRシリーズ操作・設定箱 

置換え資料 

        対象操作・設定箱 
 

            周波数計付操作箱 
            連動設定操作箱   

         3速設定操作箱  
遠隔設定箱  

比率設定箱 

追従設定箱 

主速設定箱 

傾斜信号箱 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ箱       

              

          
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

置換えに関しては次頁以降に記します。 

FR-AX 

FR-AL 

FR-AT 
FR-FK 

FR-FH

FR-FP 

FR-FG 

FR-FC 

FR-FA 
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１．置換え用操作・設定箱 
後継機種となる操作・設定箱は、汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの機能等を活用して置換え方法をご提案いたしますので、

ご検討ください。 

 
２．置換え提案 
2-1 周波数計付操作箱 FR-AX 

 周波数設定器、周波数計および始動、停止ｽｲｯﾁを備え、手動でｲﾝﾊﾞｰﾀの単独運転を行う一般的な用途

に使用できます。 

置換え 

1.必要機器 

 操作ﾊﾟﾈﾙを盤面取付けする際 

操作ﾊﾟﾈﾙ接続ｺﾈｸﾀ(FR-ADP):1個,ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾕﾆｯﾄ接続ｹｰﾌﾞﾙ(FR-CB2□(長さ 1,3,5ｍ)):1本 

 2.結線 

  ①操作ﾊﾟﾈﾙ盤面取付け時：下図配線参照 

    

配線例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①周波数設定器：操作ﾊﾟﾈﾙのﾀﾞｲﾔﾙを周波数設定/ｷｰﾛｯｸ操作選択 Pr.161にてﾎﾞﾘｭｰﾑﾓｰﾄﾞに変更。 

  ②正転,逆転ｽｲｯﾁ：操作ﾊﾟﾈﾙの FWD,REV ｷｰを使用。 

  ③周波数計：操作ﾊﾟﾈﾙのﾃﾞｼﾞﾀﾙﾓﾆﾀを使用。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 
52 操作ﾊﾟﾈﾙﾒｲﾝﾓﾆﾀ選択 出力周波数 Pr.52=0 
79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 PU 運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=1 にします。 

161 周波数設定/ｷｰﾛｯｸ操作選択 ﾎﾞﾘｭｰﾑﾓｰﾄﾞ Pr.161=1 又は 11 にします。 

詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 

選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

操作ﾊﾟﾈﾙで対応。 
周波数計がﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示。 
 
＊ｹｰﾌﾞﾙを自作される場合、総延長は最大 20ｍ。

市販品例は取扱説明書をご参照ください。 

汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 
ﾓｰﾀ 

U 

V 

W 

R 

S 

T 

 

* 
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2-1 連動設定操作箱 FR-AL 

 ｲﾝﾊﾞｰﾀに対する周波数設定出力を切換えｽｲｯﾁを「AUTO」にすると、他の機器からの信号に連動し、

「MANUAL」にすると、操作箱に設けたﾂﾏﾐで単独手動設定が行えます。 

AUTO/MANUALの切換え箱として利用できます。 

置換え 

1.必要機器 

外部ｽｲｯﾁ(微小電流用):3個,外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ(ｵﾌﾟｼｮﾝ WA2W1kΩ):1個,周波数計(紹介品:三菱電機ｼｽﾃﾑ 

ｻｰﾋﾞｽ(株)製 KY-452):1個 

 2.結線 

  ①外部ｽｲｯﾁ：入力端子 STF-SD間：正転始動ｽｲｯﾁ 

入力端子 STR-SD 間：逆転始動ｽｲｯﾁ 

入力端子 AU-SD間：端子 4入力選択ｽｲｯﾁ 

  ②外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ(SPEED SET)：周波数設定電圧端子 10,2,5間 

  ③自動運転信号(他の機器からの信号)：周波数設定電流端子 4-5間 

   配線長は 30ｍ以内。 

  ④周波数計：表示計用端子 FM-SD間 

    

配線例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①周波数設定電流端子 4選択：電圧/電流入力切換ｽｲｯﾁ 2を電圧入力に切換。 

②AUTO/MANUAL切換：端子 4入力選択(AU信号）を使用。 

           AU信号 ON 時は自動運転信号が有効となり AUTO動作。 

AU信号 OFF 時は SPEED SET が有効となり MANUAL動作。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

切換ｽｲｯﾁ 2 
ON→OFF に 

12 

切換ｽｲｯﾁ        

ON 

 電圧/電流入力 

OFF 

汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 
55 周波数ﾓﾆﾀ基準 端子 FMのﾌﾙｽｹｰﾙを設定します。出荷値:60Hz 

73 ｱﾅﾛｸﾞ入力選択 端子 2入力選択 Pr.73=1、3 又は 5にします。 

出荷値:1 

79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 外部運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=2にします。 

184 AU端子機能選択 AU 信号に割付 Pr.184＝4にします。 

267 端子 4入力選択 0～5V,0～10V選択 Pr.267=1 又は 2にします。 

電圧/電流入力切換ｽｲｯﾁ 2 を電圧入力(OFF)に設定

します。 

C0(900) FM/CA端子校正 表示計(周波数計)の目盛校正時に使用します。 

 

選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

周波数設定電流端子 4の電圧入力設定 

R 

S 

T 

10 

2 

5 

4 

5 

AU 

SD 

AUTO/MANUAL 
切換 

STF 

STR 

SD 

自動運転信号 

DC0～5V 

DC0～10V切換 

周波数設定器 

WA2W1kΩ 

SPEED SET 

(外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ) 

 

 

ﾓｰﾀ 
U 

V 

W 

＋ —     
FM 

SD 

表示計(周波数計) 

紹介品:KY-452  

三菱電機ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ(株) 

可動ｺｲﾙ形 1mA ﾌﾙｽｹｰﾙ 
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機能番号 名称 備考 
C2(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ周波数 必要に応じて端子 2を校正してください。 

出荷値：0～5Vで 0～60Hz C3(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ 

125 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ周波数 

C4(903) 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ 

C5(904) 端子 4周波数設定ﾊﾞｲｱｽ周波数 端子 4の設定ﾊﾞｲｱｽ・ｹﾞｲﾝを校正してください。 

設定ﾊﾞｲｱｽは 1V から 0Vに校正してください。 

出荷値：1V(4ｍA)～5V(20ｍA)で 0～60Hz 
C6(904) 端子 4周波数設定ﾊﾞｲｱｽ 

126 端子 4周波数設定ｹﾞｲﾝ周波数 

C7(905) 端子 4周波数設定ｹﾞｲﾝ 

詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 
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2-2 3 速設定操作箱 FR-AT 

 ｲﾝﾊﾞｰﾀと組み合わせてﾓｰﾀの始動、停止を行うとともに、3速設定切換ｽｲｯﾁまたは周波数選択用 

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁなどにより、あらかじめ設定した 3種類の周波数での運転が可能です。 

 置換え 

 1.必要機器 

  外部ｽｲｯﾁ(微小電流用):5個 

 2.結線 

  ①外部ｽｲｯﾁ：入力端子 STF-SD間：正転始動ｽｲｯﾁ 

入力端子 STR-SD 間：逆転始動ｽｲｯﾁ 

入力端子 RH-SD間：高速設定ｽｲｯﾁ 

入力端子 RM-SD間：中速設定ｽｲｯﾁ 

入力端子 RL-SD間：低速設定ｽｲｯﾁ 

      *EXTで外部接点にて高速 LS･H,中速 LS･M,低速 LS･Lを選択した場合も同様。 

   配線長は 30ｍ以内。 

 

  配線例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①3速設定：高速 RH,中速 RM,低速 RL機能 Pr.4～6を使用。 

初期設定では、2速以上が同時に選択されると低速信号側の設定周波数が優先。 

(例)RH,RM信号 ONの場合 RM 信号(Pr.5）が優先。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 
4 3速設定(高速) 高速周波数を設定します。* 

出荷値:60Hz 

5 3速設定(中速) 中速周波数を設定します。* 

出荷値:30Hz 

6 3速設定(低速) 低速周波数を設定します。* 

出荷値:10Hz 

79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 外部運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=2にします。 

*ﾊﾟﾗﾒｰﾀにて設定いたしますので、ﾎﾞﾘｭｰﾑのように外部で調整することはできません。 
詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 

汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 
ﾓｰﾀ 

高速 
中速 
低速 

R 

S 

T 

STF 

STR 

RH 

RM 

RL 

 

SD 

U 

V 

W 

選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

3 速設定機能 
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2-3 遠隔設定箱 FR-FK 

 遠方に設けた複数の箇所からﾓｰﾀの始動･停止･変速などを行うことができます。 

なお、電源を遮断しても周波数設定値は記憶されていますので、復電すれば以前の周波数で運転を 

行うことができます。 

 置換え 

 1.必要機器 

  外部ｽｲｯﾁ(微小電流用):5個,周波数計(紹介品:三菱電機ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ(株)製 KY-452):1個 

 2.結線 

  ①外部ｽｲｯﾁ：入力端子 STF-PC間：正転始動ｽｲｯﾁ 

入力端子 STR-PC 間：逆転始動ｽｲｯﾁ 

入力端子 RH-PC間：加速信号ｽｲｯﾁ 

入力端子 RM-PC間：減速信号ｽｲｯﾁ 

入力端子 RL-PC間：設定ｸﾘｱ信号ｽｲｯﾁ 

配線長は 30ｍ以内。 

  ②周波数計：表示計用端子 FM-SD間 

配線例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①遠隔設定：遠隔機能選択 Pr.59 を使用。 

  ②入力端子制御ﾛｼﾞｯｸ：ｿｰｽﾛｼﾞｯｸ(SOURCE)に切換。 

  ③上限周波数設定：FR-FKにおいて始動端子 STと加速端子 ACCを入力し続け、出力周波数が変化 

           しなくなったときの周波数。 

④設定周波数の傾き：時間調整用ﾎﾞﾘｭｰﾑ TIME の設定値を目安にして第 2加減速時間 Pr.44にて 

調整。 但し、ｲﾝﾊﾞｰﾀの加減速時間 Pr.7,8 より小さいときには加減速時間

Pr.7,8 が優先。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 
1 上限周波数 上限周波数を設定します。 

出荷値:55K 以下 120Hz/75K 以上 60Hz 

44 第 2加減速時間 加減速時間を設定します。 

加減速基準周波数 Pr.20を上限周波数値とします。必要

に応じて加速、減速時間 Pr.7,8 を調整してください。 

出荷値：Pr.7,8=7.5K 以下 5s/11K以上 15s 

    Pr.44=5s Pr.20=60Hz 

45 第 2減速時間 

54 FM/CA端子機能選択 周波数設定値 Pr.54=5にします。 

55 周波数ﾓﾆﾀ基準 端子 FMのﾌﾙｽｹｰﾙを設定します。出荷値:60Hz 

59 遠隔機能選択 遠隔機能有効 Pr.59＝1か 11に設定します。* 

79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 外部運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=2にします。 

C0(900) FM/CA端子校正 表示計(周波数計)の目盛校正時に使用します。 

* 始動と正転(逆転)信号は共有しています。 
詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 

汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

 

R 

S 

T 

＋ —     
FM 

SD 

表示計(周波数計) 

紹介品:KY-452  

三菱電機ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ(株) 

可動ｺｲﾙ形 1mA ﾌﾙｽｹｰﾙ 

選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

制御ﾛｼﾞｯｸ(ｼﾝｸ/ｿｰｽ)切換 

遠隔機能 

ﾓｰﾀ 
U 

V 

W 

始動(逆転) 

始動(正転) 

加速 

減速 

設定ｸﾘｱ 

STR 

STF 

RH 

RM 

RL 

PC 

S
IN
K 

S
OU
R
CE
 

ｼﾝｸ/ｿｰｽ切換 
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2-5 比率設定箱 FR-FH 

 5台のｲﾝﾊﾞｰﾀの比率運転を行なうことができます。 

 置換え 

 1.必要機器 

  外部ｽｲｯﾁ(微小電流用):ｲﾝﾊﾞｰﾀ使用台数分,外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ(ｵﾌﾟｼｮﾝ WA2W1kΩ):1個 

 2.結線 

  ①外部ｽｲｯﾁ：入力端子 STF-SD間：正転始動ｽｲｯﾁ 

        入力端子 STR-SD間：逆転始動ｽｲｯﾁ 

  ②外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ：周波数設定電圧端子 10,2,5間 

  ③ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力端子 AM-5間：次のｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定電圧端子 2-5間 

配線例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ：周波数設定電圧端子 2に入力。 

主速外部ﾎﾞﾘｭｰﾑによる周波数指令を基に各ｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数指令を入力。 

各ｲﾝﾊﾞｰﾀの端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ(Pr.C2(902),C3(902))、端子 2周波数設定 

ｹﾞｲﾝ(Pr.125,C4(903))を調整。 

②ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM選択：周波数設定値（Pr.158=5）に設定。 

主速の周波数指令を次のｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定電圧端子 2に入力し、 

同様に繰り返して接続。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 
7 加速時間 必要に応じて変更してください。 

出荷値:Pr.7,8=7.5K 以下 5s/11K 以上 15s 8 減速時間 

20 加減速基準周波数 出荷値：60Hz 

55 周波数ﾓﾆﾀ基準 AM端子のﾌﾙｽｹｰﾙを設定します。出荷値:60Hz 

73 ｱﾅﾛｸﾞ入力選択 端子 2入力選択 Pr.73=1、3 又は 5にします。 

出荷値:1 

79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 外部運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=2にします。 

158 AM 端子機能選択 周波数設定値 Pr.158=5にします。 

C1(901) AM 端子校正 端子 AMの校正時に使用します。 

各ｲﾝﾊﾞｰﾀの端子 AMを校正してください。 

C2(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ周波数 各ｲﾝﾊﾞｰﾀの端子 2を校正してください。 

出荷値:0～5Vで 0～60Hz C3(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ 

125 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ周波数 

C4(903) 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ 

詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 

STF(STR) 

SD 

AM 

5 

 

2 

5 

STF(STR) 

SD 
選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM端子 
選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM端子 

ﾓｰﾀ 

10 

2 

5 

周波数 

設定器 

WA2W1kΩ 
(主速外部 

 ﾎﾞﾘｭｰﾑ） 

汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

ﾓｰﾀ 
R 

S 

T 

R 

S 

T 

U 

V 

W 

U 

V 

W 

AM 

5 
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2-4 追従設定箱 FR-FP 

 他の機器の回転速度、機械的変位などを PG(指速発電機)で電気信号に変換して入力しｲﾝﾊﾞｰﾀへの 

周波数設定信号に変換します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 置換え 

 1.必要機器 

  外部ｽｲｯﾁ(微小電流用):4 個,主速側のみ外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ(1/2W1kΩ(使用頻度大はｵﾌﾟｼｮﾝ WA2W1kΩ)):1

個,主速側 PLG 付ﾓｰﾀ(SF-PR-SC(ｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾀﾘ,2048 ﾊﾟﾙｽ):1 台,主速側ﾍﾞｸﾄﾙ制御可能なｲﾝﾊﾞｰﾀ

(FR-A800,FR-A8AP):1台,PLG用ｹｰﾌﾞﾙ(FR-V7CBL):1本,PLG用制御電源(DC12/24V):1個,外部ｻｰﾏﾙ用

抵抗(KOA製 MOS2C102J2W1kΩ):1個,追従側ｲﾝﾊﾞｰﾀ:1台,追従側ﾓｰﾀ:1台 

 2.結線 

  ①外部ｽｲｯﾁ：入力端子 STF-SD間：正転始動ｽｲｯﾁ 

        入力端子 STR-SD間：逆転始動ｽｲｯﾁ 

  ②外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ：周波数設定電圧端子 10,2,5間 

  ③主速ｲﾝﾊﾞｰﾀのｱﾅﾛｸﾞ電圧出力端子 AM-5間：追従ｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定電圧端子 2-5間 

   配線長は 30ｍ以内。 

  ④PLG：下図配線参照  

 
配線例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾍﾞｸﾄﾙ制御 

ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM端子 

PLG 

R 

S 

T 

 

U 

V 

W 

 

 

STF(STR) 

SD 

 
2 

5 

 

R 

S 

T 

 

U 

V 

W 

 

STF(STR) 

SD 

 
10 

2 

5 

 

AM 

5 

 

周波数 

設定器 

1/2W1kΩ 

(外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ) 

 

ﾓｰﾀ ﾓｰﾀ 

主速 
(ベクトル制御） 

追従 
汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

例 

FR－A8AP 

FR-V7CBL 

 

 

 
現行 PG(指速発電機)使用配線図 

置換え条件 

PG(指速発電機)交流 3相･単相 AC40～110V、 

直流 DC25～100Vの接続はできません。 

主速ﾓｰﾀを PLG付ﾍﾞｸﾄﾙにして実回転速度を活用します。 
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 3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①FR-A8AP設定：ｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾀﾘ、終端抵抗 OFFに設定。 

②主速側の外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ：主速の周波数指令を設定。 

③主速側の制御：ﾍﾞｸﾄﾙ制御を設定。 

主速側のﾓｰﾀ実回転速度を PLGで検出し、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸした回転速度を活用。 

④主速のｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM 選択：回転速度（Pr.158=6）に設定。 

主速の回転速度を追従ｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定電圧端子2に入力する

ことで追従。その際、追従側の加減速時間は 0秒。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 

7 加速時間 追従側:0秒とします。 

主速側:過負荷にならないように設定します。 

出荷値：Pr.7,8＝7.5K以下 5s/11K以上 15s 

       Pr.20＝60Hz 

8 減速時間 

20 加減速基準周波数 出荷値：60Hz 

9 電子ｻｰﾏﾙ ﾓｰﾀ定格電流を設定します。 

22 ｽﾄｰﾙ防止動作（ﾄﾙｸ制限ﾚﾍﾞﾙ） 主速側:必要に応じてﾄﾙｸ制限を設定します。 

    出荷値:150％ 

55 周波数ﾓﾆﾀ基準 主速側:AM端子のﾌﾙｽｹｰﾙを設定します。 

出荷値：60Hz 

回転数表示は Pr.37、144から表示します。 

例 Pr.37＝0、Pr.144＝4又は 104にて 

60Hz時に 1800r/min表示となります。 

71 適用ﾓｰﾀ 主速側:SF-PRﾓｰﾀ Pr.71=70又は73にします。 

79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 外部運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=2にします。 

80 ﾓｰﾀ容量 主速側:ﾓｰﾀ容量、極数を設定します。 

出荷値:Pr.80=9999 Pr.81=9999 V/F制御 81 ﾓｰﾀ極数 

96 ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ設定/状態 * 主速側:ﾓｰﾀ定数ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ 

Pr.96＝1 ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ完了で 3となります。 

158 AM端子機能選択 主速側:回転速度 Pr.158=6 にします。 

182 RH端子機能選択（例） 主速側：OH機能割付 Pr.182=7にします。 

369 PLG ﾊﾟﾙｽ数 主速側:ﾊﾟﾙｽ数 Pr.369=2048 にします。 

800 
制御方法選択 

主速側:ﾍﾞｸﾄﾙ制御速度制御  

Pr.800=0にします。 

C1(901) AM端子校正 主速側:端子 AMの校正時に使用します。 

C2(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ周波数 必要に応じて端子 2を校正してください。 

出荷値：0～5Vで 0～60Hz C3(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ 

125 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ周波数 

C4(903) 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ 

*ﾓｰﾀ定数ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ開始は、PU運転の場合、操作ﾊﾟﾈﾙの FWD/REVを押してください。 

外部運転の場合は、始動指令（STF信号または STR信号）を ONにしてください。 

詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 
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2-5 主速設定箱 FR-FG 

 ｲﾝﾊﾞｰﾀに周波数設定信号を与える場合に、全体の周波数設定に用いられる一種の可変定電圧電源装置

です。 

 置換え 

 1.必要機器 

  外部ｽｲｯﾁ(微小電流用):ｲﾝﾊﾞｰﾀ使用台数分,外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ(ｵﾌﾟｼｮﾝ WA2W1kΩ):1個 

 2.結線 

  ①外部ｽｲｯﾁ：入力端子 STF-SD間：正転始動ｽｲｯﾁ 

        入力端子 STR-SD間：逆転始動ｽｲｯﾁ 

  ②外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ：周波数設定電圧端子 10,2,5間 

  ③ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力端子 AM-5間：次のｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定電圧端子 2-5間 

配線例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ：周波数設定電圧端子 2に入力。 

主速外部ﾎﾞﾘｭｰﾑによる周波数指令を基に各ｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数指令を入力し並列運転。 

②ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM選択：周波数設定値（Pr.158=5）に設定。 

主速の周波数指令を次のｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定電圧端子 2に入力し、 

同様に繰り返して接続。 

  ③端子 BP3-BN3:ご使用されている際は、市販の±5V 35ｍA電源をお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 
7 加速時間 必要に応じて変更してください。 

出荷値:Pr.7,8=7.5K 以下 5s/11K 以上 15s 8 減速時間 

20 加減速基準周波数 出荷値：60Hz 

55 周波数ﾓﾆﾀ基準 AM端子のﾌﾙｽｹｰﾙを設定します。出荷値:60Hz 

73 ｱﾅﾛｸﾞ入力選択 端子 2入力選択 Pr.73=1、3 又は 5にします。 

出荷値:1 

79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 外部運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=2にします。 

158 AM 端子機能選択 周波数設定値 Pr.158=5にします。 

C1(901) 
AM 端子校正 

端子 AMの校正時に使用します。 

各ｲﾝﾊﾞｰﾀの端子 AMを校正してください。 

C2(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ周波数 必要に応じて端子 2を校正してください。 

出荷値:0～5Vで 0～60Hz C3(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ 

125 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ周波数 

C4(903) 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ 

詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 

STF(STR) 

SD 

AM 

5 

 

2 

5 

STF(STR) 

SD 
選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM端子 
選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM端子 

ﾓｰﾀ 

10 

2 

5 

周波数 

設定器 

WA2W1kΩ 
(主速外部 

 ﾎﾞﾘｭｰﾑ） 

汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

ﾓｰﾀ 
R 

S 

T 

R 

S 

T 

U 

V 

W 

U 

V 

W 

AM 

5 
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2-6 傾斜信号箱 FR-FC 

ｲﾝﾊﾞｰﾀの始動･停止および周波数設定の変更を行う場合、その周波数設定信号が徐々に増減するよう

にして機械に加わるｼｮｯｸを緩和したり、2 台以上のﾓｰﾀを揃速始動･停止する場合、もっとも 

慣性の大きな負荷に歩調を合わせて加減速を行うなどの用途に使用します。 

 置換え 

 1.必要機器 

  外部ｽｲｯﾁ(微小電流用):ｲﾝﾊﾞｰﾀ使用台数分,外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ(ｵﾌﾟｼｮﾝ WA2W1kΩ):1個 

 2.結線 

  ①外部ｽｲｯﾁ：入力端子 STF-SD間：正転始動ｽｲｯﾁ 

        入力端子 STR-SD間：逆転始動ｽｲｯﾁ 

        入力端子 RT-SD間：第 2機能選択ｽｲｯﾁ（急停止使用時） 

  ②外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ：周波数設定電圧端子 10,2,5間 

  ③ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力端子 AM-5間：次のｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定電圧端子 2-5間 

 

配線例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①外部ﾎﾞﾘｭｰﾑ：周波数設定電圧端子 2に入力。 

主速外部ﾎﾞﾘｭｰﾑによる周波数指令を基に各ｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数指令を入力し並列運転。 

②ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM選択：周波数設定値（Pr.158=5）に設定。 

主速の周波数指令を次のｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定電圧端子 2に入力。 

  ③ｿﾌﾄｽﾀｰﾄ・ｽﾄｯﾌﾟ：加速時間 Pr.7、減速時間 Pr.8を使用。加減速基準周波数 Pr.20 まで加減速。 

           (調整用の加速中･減速中ﾗﾝﾌﾟ表示はありません) 

           各ｲﾝﾊﾞｰﾀごとに加速･減速時間を設定。 

           急停止をご使用されている際は、各ｲﾝﾊﾞｰﾀごとに第 2 減速時間 Pr.45 を設定。

RT信号 ONにて即有効。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM端子 

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 
7 加速時間 Pr.7:各ｲﾝﾊﾞｰﾀにｿﾌﾄｽﾀｰﾄ相当を設定します。

Pr.8:各ｲﾝﾊﾞｰﾀにｿﾌﾄｽﾄｯﾌﾟ相当を設定します。 

出荷値：7.5K以下 5s/11K以上 15s 

8 減速時間 

20 加減速基準周波数 出荷値：60Hz 

45 第 2減速時間 各ｲﾝﾊﾞｰﾀに急停止時の減速時間を設定します。 

RT信号 ONにて即有効となります。出荷値:9999 

(Pr.44 同一) 

55 周波数ﾓﾆﾀ基準 AM端子のﾌﾙｽｹｰﾙを設定します。出荷値:60Hz 

 

選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力 AM端子 

周波数設定器 

WA2W1kΩ 

(主速外部 

ﾎﾞﾘｭｰﾑ) 

 

ﾓｰﾀ 

10 

2 

5 

STF(STR) 

SD 
STF(STR) 

SD 

汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ 
ﾓｰﾀ 

R 

S 

T 

R 

S 

T 

U 

V 

W 

U 

V 

W 

2 

5 

AM 

5 

 

AM 

5 

 

  

  
RT 

SD 

RT 

SD 
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機能番号 名称 備考 
73 ｱﾅﾛｸﾞ入力選択 端子 2入力選択 Pr.73=1、3 又は 5にします。 

出荷値:1 

79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 外部運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=2にします。 

158 AM 端子機能選択 周波数設定値 Pr.158＝5にします。 

183 RT 端子機能選択 RT機能割付 Pr.183=3にします。 

C1(901) AM端子校正 端子 AMの校正時に使用します。 

各ｲﾝﾊﾞｰﾀの端子 AMを校正してください。 

C2(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ周波数 必要に応じて端子 2を校正してください。 

出荷値:0～5Vで 0～60Hz C3(902) 端子 2周波数設定ﾊﾞｲｱｽ 

125 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ周波数 

C4(903) 端子 2周波数設定ｹﾞｲﾝ 

詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 
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2-7 プリアンプ箱 FR-FA  

 主に調節計の出力をｲﾝﾊﾞｰﾀの周波数設定信号とする場合に、調節計の電流信号を電圧信号に変換増幅

するために用いられるものです。 

置換え 

 1.必要機器 

  外部ｽｲｯﾁ(微小電流用):3個 

 2.結線 

  ①外部ｽｲｯﾁ：入力端子 STF-SD間：正転始動ｽｲｯﾁ 

入力端子 STR-SD 間：逆転始動ｽｲｯﾁ 

入力端子 AU-SD間：端子 4入力選択ｽｲｯﾁ(常時 ON) 

  ②調節計の出力(DC4-20/2-10ｍA)：周波数設定電流端子 4-5間 

 
配線例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.操作設定ﾎﾟｲﾝﾄ 

  ①周波数設定電流端子 4：調節計出力 DC4-20/2-10ｍA電流を直接入力。周波数指令を設定。 

  ②上限・下限：必要な場合、上限周波数 Pr.1、下限周波数 Pr.2にて設定。 

   下限周波数設定は、FR-FA において調節計を外して、ｲﾝﾊﾞｰﾀを運転したときの周波数。 

上限周波数設定は、FR-FA において DC20ｍA(10ｍA)電流を入力して、ｲﾝﾊﾞｰﾀを運転したときの 

周波数。 

  ③演算増幅器単体：ご使用されている際は、ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟの検討をお願いします。 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

4.ｲﾝﾊﾞｰﾀ関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(例：FREQROL-A800) 

機能番号 名称 備考 

1 上限周波数 必要に応じて設定してください。 

出荷値:Pr.1=55K以下 120Hz/75K 以上 60Hz 

Pr.2=0Hz 

2 下限周波数 

79 運転ﾓｰﾄﾞ選択 外部運転ﾓｰﾄﾞ Pr.79=2にします。 

184 AU端子機能選択 AU 信号に割付 Pr.184＝4にします。 

C5(904)  端子 4周波数設定ﾊﾞｲｱｽ周波数 必要に応じて端子 4を校正してください。 

出荷値:4～20ｍAで 0～60Hz C6(904) 端子 4周波数設定ﾊﾞｲｱｽ 

126 端子 4周波数設定ｹﾞｲﾝ周波数 

C7(905) 端子 4周波数設定ｹﾞｲﾝ 

詳細につきましては汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀの取扱説明書をご参照ください。 
 

選定ﾎﾟｲﾝﾄ 

周波数設定電流端子 4 
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